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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第63期
第２四半期
連結累計期間

第64期
第２四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日

自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日

自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日

売上高 (千円) 15,912,380 14,856,742 29,667,008

経常利益 (千円) 255,375 117,946 290,341

四半期(当期)純利益 (千円) 162,679 45,417 146,464

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 162,936 217,389 223,049

純資産額 (千円) 4,499,176 4,675,181 4,535,896

総資産額 (千円) 14,454,939 14,110,655 13,614,379

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 34.62 9.67 31.17

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 31.1 33.1 33.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 808,135 431,032 293,724

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 12,236 28,228 70,687

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △105,957 △124,726 △159,165

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,318,490 1,143,857 809,321
 

 

回次
第63期
第２四半期
連結会計期間

第64期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日

自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 28.29 4.84
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　　 当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

（1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日本銀行による金融緩和策などによ

り穏やかに回復基調で推移してまいりましたが、消費税増税や物価の上昇による個人消費の落ち込みや急激な円

安による原材料費の高騰などにより、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような経済状況の中で、当社グル-プはビジネス環境の変化に対応するため体質を強化し、積極的な営業

活動をしてまいりました。

しかしながら、前年同四半期と比べ、売上高は、148億56百万円と10億55百万円（△6.6％）の減収、営業利益

は、１億２百万円と１億39百万円（△57.6％）の減益、経常利益は、１億17百万円と１億37百万円（△53.8％）

の減益、四半期純利益は、45百万円と１億17百万円（△72.1％）の減益となりました。

各セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（化学工業薬品）

化学工業薬品は、主力であります電子部品産業をはじめとし、素材産業を含む製造業が高稼働を維持したこ

とにより前年同四半期を上回りました。また、同関連機器は、納期の遅れや大学等の残予算消化の遅れなどによ

り前年同四半期を下回りました。この結果、売上高は、全体で68億１百万円と62百万円（△0.9％）の減収、セ

グメント利益(売上総利益)は、６億25百万円と０百万円（0.1％）の増益となりました。

（臨床検査試薬）

臨床検査試薬は、需要増や検体数の増加などにより前年同四半期を上回りました。また、同関連機器は、新

規納入分が計画とおり進まなかったため前年同四半期を下回りました。この結果、売上高は、全体で64億18百万

円と６億96百万円（△9.8％）の減収、セグメント利益(売上総利益)は、５億27百万円と１億43百万円（△

21.4％）の減益となりました。

（食品）

食品添加物は、円安による原料等の高騰や消費低迷の影響による生産調整などにより前年同四半期を下回り

ました。また、この結果、売上高は、14億85百万円と82百万円（△5.2％）の減収、セグメント利益(売上総利

益)は、１億26百万円と８百万円（△6.5％）の減益となりました。

(その他)

その他は、消費税増税前の駆け込み需要の影響等により前年同四半期を大きく下回りました。また、利益に

ついては、仕入先からのリベ－トが増加しました。この結果、売上高は、１億51百万円と２億15百万円（△

58.6％）の減収、セグメント利益(売上総利益)は、30百万円と11百万円（59.2％）の増収となりました。
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（２）財政状態の分析

資産・負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、４億96百万円増加し、141億10百万円と

なりました。また、負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、３億56百万円増加し、94億35百万円、純

資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億39百万円増加し、46億75百万円となりました。主な内容

は以下のとおりであります。

（資産）

資産の増加の主な原因は、現金及び預金が３億36百万円及び投資有価証券が２億６百万円増加したことによ

るものであります。

（負債）

負債の増加の主な原因は、支払手形及び買掛金が３億79百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産の増加の主な原因は、有価証券評価差額金が１億72百万円増加したことによるものであります。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ、３億34百万円増加し、11億43百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フロ－の状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は４億31百万円(前年同四半期は、８億８百万円の取得)となりました。主

な要因は、仕入債務の増加額３億77百万円及び税金等調整前四半期純利益１億29百万円等によるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、得られた資金は28百万円(前年同四半期は、12百万円の取得)となりました。主な要因

は、投資有価証券の取得による支出８百万円等があったものの、投資事業組合分配金による収入44百万円等

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は１億24百万円(前年同四半期は、１億５百万円の使用)となりました。主

な要因は、配当金の支払額70百万円及び長期借入金の返済による支出34百万円等によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,640,000

計 14,640,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,800,000 4,800,000
東京証券取引所JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数　　1,000株

計 4,800,000 4,800,000 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年１月１日～
平成27年３月31日

― 4,800,000 ― 820,400 ― 881,100
 

 

(6) 【大株主の状況】

平成27年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東北化学薬品従業員持株会 青森県弘前市大字神田１－３－１ 294 6.1

東　康夫 青森県弘前市 290 6.1

東北化学薬品取引先持株会 青森県弘前市大字神田１－３－１ 286 6.0

東京中小企業投資育成株式会社 東京都渋谷区渋谷３－29－22 252 5.3

株式会社青森銀行 青森県青森市橋本１－９－30 230 4.8

株式会社みちのく銀行 青森県青森市勝田１－３－１ 230 4.8

共立損保有限会社 東京都世田谷区等々力２－９－６ 206 4.3

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２－３－１ 130 2.7

セントラル硝子株式会社 山口県宇部市大字沖宇部5253 110 2.3

日本曹達株式会社 東京都千代田区大手町２－２－１ 110 2.3

計 ― 2,139 44.6
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)
普通株式    101,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 　4,689,000 4,689 ─

単元未満株式 普通株式　　　10,000 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数         4,800,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,689 ―
 

(注)　１.「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式が75株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東北化学薬品株式会社

青森県弘前市大字神田
１-３-１

101,000 ─ 101,000 2.1

計 ― 101,000 ─ 101,000 2.1
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

東北化学薬品株式会社(E02810)

四半期報告書

 7/19



 

第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年１月１日から平成

27年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年10月１日から平成27年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 961,827 1,298,166

  受取手形及び売掛金 6,816,204 6,695,236

  商品 868,267 969,525

  繰延税金資産 33,207 29,034

  その他 303,970 319,417

  貸倒引当金 △3,606 △1,715

  流動資産合計 8,979,871 9,309,665

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 451,396 435,151

   土地 1,650,849 1,650,849

   リース資産（純額） 97,477 148,088

   その他（純額） 285,574 287,285

   有形固定資産合計 2,485,298 2,521,375

  無形固定資産   

   のれん 97,344 81,120

   その他 15,142 15,856

   無形固定資産合計 112,486 96,976

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,009,169 1,215,462

   リース投資資産 198,050 142,393

   その他 870,013 865,291

   貸倒引当金 △40,510 △40,508

   投資その他の資産合計 2,036,722 2,182,638

  固定資産合計 4,634,507 4,800,990

 資産合計 13,614,379 14,110,655

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,144,723 7,524,477

  短期借入金 430,000 430,000

  1年内返済予定の長期借入金 68,760 68,760

  リース債務 142,934 153,003

  未払法人税等 94,168 77,390

  賞与引当金 62,695 57,190

  その他 191,093 164,589

  流動負債合計 8,134,374 8,475,412

 固定負債   

  長期借入金 258,420 224,040

  リース債務 266,036 249,546

  繰延税金負債 141,891 196,189

  退職給付に係る負債 88,484 100,297

  役員退職慰労引当金 153,849 158,301

  その他 35,427 31,685

  固定負債合計 944,108 960,061

 負債合計 9,078,483 9,435,473
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 820,400 820,400

  資本剰余金 881,100 881,100

  利益剰余金 2,605,010 2,570,369

  自己株式 △46,313 △46,313

  株主資本合計 4,260,196 4,225,555

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 298,775 471,725

  退職給付に係る調整累計額 △23,076 △22,099

  その他の包括利益累計額合計 275,699 449,626

 純資産合計 4,535,896 4,675,181

負債純資産合計 13,614,379 14,110,655
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

売上高 15,912,380 14,856,742

売上原価 14,461,776 13,546,305

売上総利益 1,450,604 1,310,436

販売費及び一般管理費 ※  1,207,809 ※  1,207,481

営業利益 242,794 102,954

営業外収益   

 受取利息 2,699 1,938

 受取配当金 4,583 5,635

 受取手数料 5,348 5,185

 保険解約益 ― 4,072

 その他 4,740 3,922

 営業外収益合計 17,372 20,754

営業外費用   

 支払利息 4,584 4,397

 持分法による投資損失 19 668

 その他 186 696

 営業外費用合計 4,791 5,763

経常利益 255,375 117,946

特別利益   

 固定資産売却益 313 ―

 投資事業組合運用益 22,805 13,425

 受取和解金 4,477 ―

 特別利益合計 27,596 13,425

特別損失   

 固定資産除却損 775 82

 投資有価証券評価損 ― 2,050

 会員権評価損 1,425 ―

 リース解約損 4,835 ―

 特別損失合計 7,036 2,132

税金等調整前四半期純利益 275,935 129,239

法人税、住民税及び事業税 112,341 73,894

法人税等調整額 914 9,927

法人税等合計 113,255 83,821

少数株主損益調整前四半期純利益 162,679 45,417

四半期純利益 162,679 45,417
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 162,679 45,417

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 256 172,949

 退職給付に係る調整額 ― △977

 その他の包括利益合計 256 171,971

四半期包括利益 162,936 217,389

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 162,936 217,389

 少数株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 275,935 129,239

 減価償却費 39,226 40,185

 投資事業組合運用損益（△は益） △22,805 △13,425

 投資有価証券評価損益（△は益） ― 2,050

 引当金の増減額（△は減少） △7,610 △2,777

 受取利息及び受取配当金 △7,282 △7,574

 支払利息 4,584 4,397

 持分法による投資損益（△は益） 19 668

 固定資産除売却損益（△は益） 462 82

 のれん償却額 16,224 16,224

 売上債権の増減額（△は増加） △971,240 98,604

 たな卸資産の増減額（△は増加） 91,616 △101,258

 仕入債務の増減額（△は減少） 1,475,125 377,085

 その他 △41,551 △25,067

 小計 852,702 518,434

 利息及び配当金の受取額 7,886 7,508

 利息の支払額 △4,592 △4,407

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △47,860 △90,502

 営業活動によるキャッシュ・フロー 808,135 431,032

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △34,287 △4,836

 無形固定資産の取得による支出 △1,990 △1,791

 投資有価証券の取得による支出 △8,276 △8,934

 投資事業組合からの分配による収入 37,900 44,700

 その他 18,890 △909

 投資活動によるキャッシュ・フロー 12,236 28,228

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 2,460,000 2,490,000

 短期借入金の返済による支出 △2,460,000 △2,490,000

 長期借入金の返済による支出 △34,380 △34,380

 配当金の支払額 △56,135 △70,185

 自己株式の取得による支出 △116 ―

 その他 △15,324 △20,160

 財務活動によるキャッシュ・フロー △105,957 △124,726

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 714,415 334,535

現金及び現金同等物の期首残高 604,075 809,321

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,318,490 ※  1,143,857
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年10月１日 至 平成26年３月31日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号　平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第25号　平成24年5月17日。以下

「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率

の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及

び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が14,821千円増加し、利益剰余金が9,574千

円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益へ

の影響は軽微であります。
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日)

給料手当 686,299千円 680,535千円

貸倒引当金繰入額 13,672千円 △1,892千円

賞与引当金繰入額 27,970千円 27,510千円

退職給付費用 16,189千円 27,067千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,559千円 4,452千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日)

現金及び預金 1,554,196千円 1,298,166千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△235,705千円 △154,309千円

現金及び現金同等物 1,318,490千円 1,143,857千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成26年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月19日
定時株主総会

普通株式 56,389 12.00 平成25年９月30日 平成25年12月20日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成27年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月18日
定時株主総会

普通株式 70,483 15.00 平成26年９月30日 平成26年12月19日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成26年３月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品 その他 計

売上高        

  外部顧客への売上高 6,863,563 7,114,325 1,567,714 366,776 15,912,380 ─ 15,912,380

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 6,863,563 7,114,325 1,567,714 366,776 15,912,380 ─ 15,912,380

セグメント利益 624,498 671,381 135,750 18,973 1,450,604 ─ 1,450,604
 

　　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成27年３月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品 その他 計

売上高        

  外部顧客への売上高 6,801,147 6,418,308 1,485,589 151,696 14,856,742 ― 14,856,742

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 6,801,147 6,418,308 1,485,589 151,696 14,856,742 ― 14,856,742

セグメント利益 625,404 527,937 126,890 30,203 1,310,436 ― 1,310,436
 

　　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 34円62銭 ９円67銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 162,679 45,417

   普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 162,679 45,417

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,699,042 4,698,925
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

東北化学薬品株式会社(E02810)

四半期報告書

18/19



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年５月12日

東北化学薬品株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   泉         淳   一   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   土   居   一   彦   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北化学薬品

株式会社の平成26年10月１日から平成27年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年１月１日

から平成27年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年10月１日から平成27年３月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北化学薬品株式会社及び連結子会社の平成27年３月31日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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